
金
部
古
蹟
志
巻
廿
三

民

安

中j

六
月
十
一
日
現

越
前
屋
孫
兵
へ
綴

按
宇
る
に
.
右
は
寛
永
十
三
年
の
書
簡
也
。
利
常
卿
、
十
二
年
正
月

江
戸
参
錦
、
十
三
年
六
月
蹄
園
也
。
三
州
志
に
、
十
三
年
春
東
銀
と

蛾
せ
た
る
は
制
限
也
。

越
前
や
孫
兵
衛
屋
敷
事
、
最
前
得
目
御
意
-
候
蕗
に
、
h
w

く
へ
長
き
屋

『
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敷
に
て
御
座
候
。
従
英
賢
様
御
書
も
御
座
候
遇
、
相
a
立
御
耳
-
申
候
。

左
候
は
ピ
町
口
迄
ひ
ろ
く
、
ふ
し
め
迄
仕
候
て
渡
候
様
に
と
御
意
に

候
。
共
脆
に
各
様
へ
申
上
候
か
と
存
候
。
共
段
は
心
得
候
へ
と
被
a
岡
山

召
-
候
。
共
上
各
様
よ
り
可
ν
被
v
得
a
御
意
-
候
。
先
私
よ
り
は
右
之
遇
に

御
座
候
。
恐
慌
談
言
。

松
薄
軒

鹿

七
月
十
九
日

安

半。

小
塚
藤
右
衛
門
様

奥
村
源
左
衛
門
様

掘

三

郎

兵

衛

様

長
瀬
五
郎
右
衛
門
様

共
方
屋
敷
.
甫
の
方
選
遇
、
紳
治
部
殿
屋
敷
た
み
に
出
し
可
v
被
v
申

候
。
遇
町
の
か
ど
は
、
さ
い
ぜ
ん
の
く
ひ
の
ご
と
く
可
ν
然
候
。
西
の

人
々
御
中

寛

永

十

四

年

三

月

越

前

屋

孫

兵

衛

右
御
自
苗
は
、
懸
軸
と
な
し
、
家
貨
の
第
一
と
し
、
世
々
利
長
卿
の

親
簡
と
共
に
珍
蔵
す
。
且
彼
の
家
停
に
云
ふ
。
利
常
卿
尾
坂
下
邸
宅

へ
光
臨
し
給
ひ
、
殊
に
御
懇
の
徐
り
、
か
ゃ
う
成
る
大
木
を
ば
賜
は

り
‘
城
中
よ
り
彩
多
の
人
歩
に
て
第
v
持
下
さ
れ
た
り
と
ぞ
。
共
の
高

さ
四
間
宇
怠
れ
ば
、
目
廻
り
徐
程
有
る
大
木
た
る
事
知
ら
れ
け
り
。

貨
に
、
利
常
卿
の
命
令
な
ら
で
は
叶
ひ
難
き
事
也
と
い
ひ
停
へ
た

り
。
按
宇
る
に
、
同
年
間
三
月
家
柄
町
人
共
へ
木
掛
を
拝
領
仰
付
ら

れ
た
り
。
詩
書
に
。

従
=
御
城
様
-
も
っ
と
く
拝
領
仕
候
に
付
‘
笠
人
民
武
拾
本
宛
憶
に

締
取
、
恭
頂
戴
仕
候
。
以
上
。

寛
永
十
四
年
間
三
月
六
日

紙
屋
徳
庵
以
下

家
柄
町
人
廿
七
人
連
名

平

野

屋

b
T

助
殿

越
前
屋
孫
兵
衛
殿

右
木
掛
は
、
石
川
郡
泉
野
村
の
木
梯
畑
に
鴻
養
せ
し
め
ら
れ
し
木
た

り
け
ん
。
改
作
所
奮
記
陀
一
蹴
せ
た
る
元
秘
十
三
年
十
月
旦
長
の
言
上

容
に
、
石
川
郡
泉
野
村
領
内
に
、
先
年
も
っ
と
く
畑
と
申
し
、
も
つ

金
滞
古
蹟
志
巻
骨
三
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方
へ
治
く
ぴ
た
り
に
ひ
ろ
が
り
可
v
申
候
問
、
其
御
心
え
僕
ぺ
〈
候
。

猫
商
の
上
可
v
申
候
。
恐
々
謹
言
。

長

尚
々
、
右
越
何
も
相
談
い
た
し
、
相
極
申
候
。
以
上
。

源
左
衛
門

九
月
十
九
日

判

奥

越
前
や
孫
兵
ゑ
様

右
寄
翰
の
張
紙
に
‘

矯
弘
菅
地
-
新
屋
敷
拝
領
仕
候
節
、
御
率
行
奥
村
源
左
衛
門
殿
、
寛
永
十

三
年
子
七
月
朔
日
奔
領
、
同
九
月
地
割
有
。

右
の
如
く
記
載
あ
る
也
。

O
片
岡
拝
領
松

此
の
松
は
、
寛
永
十
三
年
堤
町
の
邸
地
奔
領
し
、
此
の
地
に
家
体
し

て
、
露
地
な
ど
作
ら
せ
け
る
よ
し
‘
利
常
卿
聞
召
さ
れ
‘
按
内
御
露

地
た
る
松
の
木
を
ぽ
、
十
四
年
三
月
拝
領
仰
付
け
ら
れ
た
り
。
共
の

節
殊
に
御
自
茜
を
添
へ
さ
せ
ら
れ
て
賜
は
り
け
り
。
御
自
歯
上
包
寄

添
に
。

人
々
・
中

中
納
言
様
よ
り
、
御
露
路
之
松
奔
領
候
需
品
仰
付
-
候
節
、
御
自
樹
被
v

鑓
ν
遊
.
則
松
共
被
v
鵠
v
下
v
之
候
事
。

. ，. 

と
く
・
模
・
椿
等
植
有
v
之
底
、
三
十
年
以
前
に
右
植
木
共
御
城
中
へ

被
局
御
取
寄
一
共
の
外
御
家
中
へ
も
被
v
下
。
と
あ
り
。
按
宇
る
に
‘
十

二
年
の
火
災
後
な
る
ゆ
ゑ
、
城
中
へ
も
被
v
第
v
縮
、
藩
士
沿
よ
ぴ
家
柄

町
人
共
へ
も
賜
は
り
た
る
も
の
也
。

O
三
箇
屋
の
佳

一
つ
水
溜
の
辻
を
呼
べ
り
。
昔
、
此
の
辻
の
角
家
は
、
三
筒
家
と
て
.

醤
家
の
書
林
敦
代
居
住
す
。
故
に
三
筒
屋
の
辻
と
呼
ぺ
り
と
。

。
古
職
場
跡

加
府
事
迩
貸
録
に
云
ふ
。
昔
、
佐
久
間
玄
春
之
時
代
は
、
西
町
口
大

手
注
り
。
共
の
昔
一
授
賞
械
を
鎚
ひ
防
戦
す
。
今
堤
町
の
害
時
都
三
筒

屋
溢
古
職
場
友
り
。
図
っ
て
今
山
科
屋
の
屋
敷
に
折
々
陰
火
起
る
と

云
ふ
。
三
簡
屋
は
‘
近
年
断
絶
す
。
本
通
凶
辻
の
角
家
な
り
。
不
関

門
の
方
に
向
ひ
、
左
の
角
也
。
山
科
屋
の
屋
敷
迫
っ
て
可
v
帯
。
と
あ

り
。
今
按
や
る
・
に
、
佐
久
間
玄
蒋
時
代
の
古
職
場
な
ら
ば
、
天
正
八

年
間
三
月
九
日
尾
山
落
城
の
時
の
殿
場
跡
な
ら
ん
。
此
の
時
の
事
に

や
、
石
浦
枇
磁
盤
長
十
一
年
八
月
氏
子
連
判
訴
般
に
、
か
の
え
た
つ

の
年
三
月
九
日
に
圏
中
一
風
の
時
‘
敵
御
堂
を
焼
鋤
ふ
ゆ
ゑ
‘
本
地

長
谷
観
音
を
山
中
へ
取
の
け
た
る
よ
し
記
載
す
。
か
の
え
た
つ
の
年

ニ
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